
｢小樽市ふるさとまちづくり協働事業｣ 事業報告書 

 １／３ 

団  体  名 NPO 法人北海道鉄道文化保存会 

事  業  名 北海道の歴史の遺産 旧手宮線を 「花と鉄路の散策路」に 

実施期間  平成 27 年 6 月 4 日～平成 27 年 11 月 30 日 

事業の目的及び

期待する効果 

事業の前提と背景： 手宮線は、１９８５年の廃線後、訪れる人もなく３０年近く放置されていた。４年
前から、市が遊歩道の整備を進めているが、沿線家屋が背を線路空間に向けているため、景観的
には好ましい状況とはいえず。訪れる人も少ない状況にあった。 
 北海道に初めての鉄道が、手宮から札幌まで開通したのは、１８８０年の１１月２８日。2015 年、開
通１３５年目を迎え、さらに、３年後の２０１８年には、明治２年、北海道の開発から、１５０年を迎え
る。 
 このような時に、北海道の開発に大きな貢献を果たした鉄道の功績と、その歴史とその遺産をあら
ためて見直そうと、当会が中心となり、全道に呼び掛け、開拓史によって、手宮から札幌にむけて初
めて列車が開通した１１月２８日を「北海道の鉄道の日」と制定した。 
 あらためて、歴史的な鉄道の出発点となった旧手宮線への関心も高まり、北海道の開発の歴史に
とっての大切な史跡として注目されることとなった。 
事業の目的： 北海道の鉄道発祥の鉄路として、誇れる、大切な史跡として、市民を始め、国内外か
ら訪れる観光客に親しみを感じ、大切に愛される歴史空間を設（しつらえ）たいと、鉄路に添って、心
の籠った美しい花畑を鉄路の散策路に沿わせた「花と鉄路の散策路」を演出し、鉄道を愛する仲間
や、住民、市民のボランティアの手で「おもてなし空間」を実施する。 
期待する効果： 小樽市の「歴史景観地区」内の鉄道遺産の景観を、北海道の季節の花々を楽しみ
ながら散策できる憩いの散策路とし、全国に知られる小樽の歴史的観光資源「小樽運河と「花と鉄
路の手宮線」の小樽の２大散策路」として、北海道の歴史遺産への関心をたかめ、その再評価につ
なげる。地域はもとより、小樽市全体の活性化に繋げる。 

実 施 額 

 

事業費 

 

 

390,966 円 

 

 

助成額 

 

 

300,000 円 

 

事 業 内 容 

 

 鉄路と遊歩道に沿った花壇の計画 

「花と鉄路の散策路」/小樽旧手宮線跡＝第Ⅰ-2015 

１）計画構想の作成 

２）第Ⅰゾーンの計画、実施案の作成 

３）町内会説明 

４）ボランティア募集チラシ配布（町内会を通し） 

５）ボランティア説明会 

６)花壇境界丸太の搬入、防腐塗料の塗布、設置 

７）土（腐葉土、黒土、培養土）の搬入 

８）花の苗の購入 

９）花の苗の植え込み 

１０)水やり（当番） 

１１)秋口の花の追加 

１２）花ガラ摘み 

１３）花の刈り取り 

１４）宿根草の球根植え込（来春用） 

１５）来春用の苗作り（種、ポット）室内 

○内容が分かる「資料やチラシ等」を添付してください 






